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陽明文庫
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　真如寺

堀河天皇
火葬塚

光孝天皇後田邑陵

〒

〒伴氏社

金攫八幡宮

大将軍八神社

住吉大伴神社
龍安寺正門常楽寺

龍安寺

 等持院
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野々村仁清は江戸時代前期の陶工で、京焼色

絵陶器を完成したといわれます。号の「仁

清」の「仁」は、仁和寺の門跡より与えら

れ、仁和寺門前に御室窯を開きました。

野々村仁清窯跡石碑

北野白梅町付近にあった飛鳥時代か

ら平安時代の寺院跡とみられていま

す。文献には寺院名がなく、地名を

取って北野廃寺と呼んでいます。

北野廃寺跡石碑

龍安寺と天皇

陵への道標　

き た  の  は い  じ
の の む ら に ん せ い か ま あ と

海底のチャートにより形成された地層

の、何枚もの平行な縞模様が見られま

す。約2億年以上も前の地殻変動で波

状に隆起した、褶曲地層の断面です。

褶曲地層
しゅうきょく ち   そう

か み  し ち  け ん ど お り

上七軒通

  市バス
〈北野白梅町〉

  市バス
〈上七軒〉

文

文

文
文

文

御室小学校　

洛星ヴィアトール学園

衣笠小学校

　
　金閣小学校

衣笠中学校　　

立命館大学

府立聾学校

御
土
居
跡

●

●

観音寺の境内には菅原道真の母の

御廟と伝わる石造五輪塔がありま

す。高さ４ｍを超える巨大なもの

です。その傍らには源頼光の伝説

による、土蜘蛛塚もあります。

E

   等持院

御室仁和寺 （世界遺産）　

北野天満宮

龍安寺 （世界遺産）

史跡 御土居マキノ省三銅像

寺伝によると桓武天皇の勅願によって開創され

た寺院です。本尊は菅原道真作と伝えられる、

東向きに安置された十一面観世音菩薩です。

境内西側には豊臣秀吉が築かせた御土居があり

ます。京都の街を囲む土塁の跡で、御土居上の

散策路には御土居より古くなりますが、樹齢

600年といわれる大欅(おおけやき)や、梅林

と紙屋川を望む展望台があります。

学問の神・菅原道真を祭神とす

る 、天 満 宮 の 総 本 社 で す 。 本

殿、石の間、楽の間、拝殿から

なる権現造(ごんげんづくり)社

殿(国宝)、所蔵される道真の天

神縁起絵巻「北野天神縁起」(国

宝)が有名です。また、豊臣秀吉

が行った「北野大茶会」の井戸

跡 や 御 土 居 跡 、 5 0 品 種 ・約

1500本の梅の木が境内にあり

ます。

伴氏の一族である菅原道真の母を祀っ

た神社です。額塚が島木に割り込んで

いることや、鳥居の柱を支える台座に

は蓮弁が刻まれており、蚕ノ社(かいこ

のやしろ)、

厳島神社(京

都御苑内)と

並 ん で 京 都

三 珍 鳥 居 の

一つです。

本堂・礼堂(市指定有形文化財)

桓武天皇により、平安京遷都のとき

に創建された古社です。「比翼春日

造(平野造)」の本殿(重要文化財)が

特徴です。花山天皇の植樹を起源と

する、桜苑があります。

安産の神として信仰されており、祭

神は木花咲耶姫命(このはなのさく

やひめのみこと)です。摂社の六勝

神社は、受験合格の神として信仰を

集めています。

お う こ く ぶ ん こ

E 
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C  
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３  
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蹲踞

枯山水の方丈庭園は「虎の子渡

しの庭」と呼ばれ、75坪の白

砂に配置された大小15の石と

遠近法の油土塀が特徴です。室

町時代後期の禅僧の作と伝えら

れています。

つ く ば い

888年の創建。宇多天皇が住まわれたことで御室御所

とも呼ばれました。江戸時代初期に建築された御所の

紫宸殿を移築した金堂(国宝)や、再建された五重塔(重

要文化財)などが建築美を見せ、雅で美しい御殿の宸殿

や庭園、境内には名勝御室桜があります。

金堂（国宝）

貞信都名所之図 都名所之内『御室仁和寺花盛』 部分 国立国会図書館蔵 デジタル化資料より

社殿(国宝)芙蓉池(ふようち)から清漣亭(せいれんてい)を望む

国指定史跡仁和寺御所跡(旧御室御所跡）

御室八十八ヶ所
七番と八番霊場付近

龍安寺は、妙心寺の境外塔頭になる禅宗寺院

です。1450年に細川勝元が創建し、江戸時

代後期に現在の姿となっています。山門から

中門までの区域と、境内に広がる衣笠山を背

にする鏡容池は国指定名勝で、「虎の子渡

し」と呼ばれる枯山水式石庭の代表作である

「龍安寺方丈庭園」が国の特別名勝･史跡に

指定されています。庭の龍安寺垣、方丈(重

要文化財)の北庭にある蹲踞(つくばい)や秀

吉が賞賛したと伝わる侘助椿なども見所で

す。大珠院の境内には真田幸村と正妻の利世

(竹林院)の墓と伝える石塔があります。

銅銭の中心を「口」の字に

見立てたへんやつくりと

し、「吾唯足知(われただ

たるをしる)」という禅の

言葉として読めるように彫

られた蹲踞が方丈の北側に

置かれています。水戸光圀

の寄進といわれています。

　 日本映画創成期の人々

成就山の山道沿い約3kmに八十

八の仏堂が建ち、四国八十八ヶ

所の札所の寺院と同じ本尊と弘

法大師が祀られています。

御室八十八ヶ所霊場

大正時代後期、マキノ省三が独立した御室撮影所を設立

したことで、御室駅から妙心寺駅周辺には、大正から昭

和初期にかけて、当時の映画監督であった溝口健二、

伊藤大輔、俳優の沢村国太郎の居宅がありました。

　 衣笠絵描き村

大正時代初め、櫻谷が衣笠に転居してか

ら、土田麦僊(ばくせん)、金島桂華(けい

か)、村上華岳(かがく)、菊池芳文(ほうぶ

ん)、堂本印象(いんしょう)、西村五雲(ご

うん)、小野竹喬(ちくきょう)、宇田萩邨

(てきそん)、福田平八郎、徳岡神泉(しんせ

ん)などの多くの画家が移り住みました。

等持院境内には「日本映画

の父」と呼ばれる、マキノ

省三の銅像があります。大

正時代、等持院境内にはマ

キノ省三が建設した撮影所

がありました。

大正時代初期に建築された、日本画

家・木島櫻谷(このしまおうこく)の

住居兼アトリエです。曲線の造形が

特徴の洋館、和館と80畳の大画室の

三棟からなっています。櫻谷の作品

や資料が収蔵されています。

世界でも珍しい、「平和」をテーマ

とした大学設立の博物館です。常設

展示のほか、特別展や企画展も開催

されています。国際平和メディア資

料室が併設されています。

立命館大学国際平和ミュージアム

堂本印象の邸宅横にある美術館で、

自身の構想で建物がデザインされ、

作品が展示された美術館です。印象

は多くの襖絵も描き、仁和寺黒書院

にも墨画襖絵が展示されています。

府立堂本印象美術館

旧本野精吾邸

本野精吾は日本のモダニズム建築の

先駆者といわれ、ヨーロッパ留学後

には、旧西陣織会館(現・京都市考古

資料館)を設計しました。大正13年

建築の自邸です。

平野神社

敷地神社(わら天神)

観音寺(東向観音寺)

櫻谷文庫

伴氏社

伴氏廟

国史跡・特別名勝　

龍安寺方丈庭園 (石庭)

7
創建は古く、衣笠山に葬ら

れた人々の御霊を祀り、衣

笠岳御霊社と呼ばれていま

した。天照大神(あまてら

すおおみかみ)にはじまり

六柱の神を祀っています。

六請神社

室町時代前期、足利尊氏

により創建された寺院。

足 利 将 軍 歴 代 の 菩 提 寺

で、尊氏の墓と伝えられ

る宝筺印塔があります。

霊光殿には、足利歴代将

軍と徳川家康の木像が安

置されています。庭園は

夢窓疎石(むそうそせき)

作と伝えられる三名園の

一つです。

6

音戸山から移築された寺

で、境内に安置された五

智如来像五体と、観音坐

像十一体の石仏群は壮観

です。

蓮華寺　　　

平安時代中頃から明治時代

までの約千年間に集められ

た、藤原北家の一つ近衛家

に伝わる貴重な古文書や美

術品等、約20万点の資料

を保管しています。

陽明文庫

文字

伴氏社石鳥居(国指定重要美術品)

よ う め い ぶ ん こ

れ ん  げ  じ

ろくしょうじんじゃ

　

し ょ う ぞ う ど う ぞ う き た  の  て ん ま ん ぐ う

りょうあん   じお  む ろ に ん な  じ

と う  じ  い ん

も と の せ い ご て い

し き  ち  じ ん じ ゃ

か ん の ん  じ    ひ が し む き か ん の ん じ

ひ ら  の  じ ん じ ゃ

し せ き  お  ど  い と も う じ し ゃ

と も う じ び ょ う

ど う も と い ん し ょ う び じ ゅ つ か ん

国指定名勝

御室 (サクラ)

古来から和歌や俳句に詠われ

た、樹高が低く遅咲きの御室

桜は、「お多福桜」と愛称さ

れています。

室町時代に北野天満宮修復の残材

で七軒の茶屋を建てたことが地名

の由来です。御茶屋形式の町屋と

石畳が調和した街並です。

鏡容池(龍安寺庭園・国指定名勝)

龍安寺垣

洋館と和館

龍安寺正門と参道

D  

平安京遷都の際に、大伴氏

の氏神を祀る伴氏神社とし

て建てられました。平安時

代末期に航海の神と和歌の

神である住吉大神を合祀し

たと伝わる神社です。

住吉大伴神社
すみよしおおともじんじゃ

4

1758年、僧関通(かんつ

う)が開創。本尊の阿弥陀

如来座像は高さ約７ｍの

巨大なもので、桜町天皇

のために造られたと伝え

られています。

轉法輪寺 5
で ん ぽ う り ん じ

春たつや たなびき初むる 霞さえ
　 まだ薄機の 衣笠の山　加藤千蔭

御室仁和寺を開山した宇多天皇が、「夏に雪を見たい」と請われ、「衣笠山に白衣を懸けて

お慰めした」という伝承により、衣笠山麓の金閣寺から仁和寺への道路を「きぬかけの路」と

称されています。風光明媚なこの地域には多くの観光寺社があり、また、歴史に名を残す

人々が祀られる墓所もあります。はんなりした上七軒の花街から「きぬかけの路」を歩き、道

筋にある歴史と見所をご紹介します。

きぬかけの路きぬかけの路

…信号機●

▼
●▼ …トイレ…バス停 …文化施設 …寺社 …櫻の名所 …梅の名所 文 …小・中学校≪ マ ッ プ 目 印 解 説 ≫ …警　察 …御土居跡…おすすめルート　　

0ｍ 500ｍ



京都市考古資料館
大正３年に本野精吾の設計で建てられた旧西陣織物
館を内部改修し、京都市内の発掘調査・研究の業績
を発表・展示するため昭和54年11月に設立されまし
た。特別展と常設展で構成され、約1000点の遺物が
展示されています。遺物展示のほかにも、映像やパ
ソコンで旧石器時代から近世にかけての京都の歴史
を学ぶことができます。建物は、昭和59年に京都市
有形文化財に登録されています。

〒602-8435
京都市上京区今出川通大宮東入元伊佐町 265-1

TEL.　075-432-3245　FAX.　075-431-3307
http://www.kyoto-arc.or.jp/museum/ 

入館無料・月曜休館（月曜が祝日の場合は翌日）
開館時間　9:00~17：00（入館は16：30まで）

ＪＲ京都駅より地下鉄烏丸線　今出川駅下車徒歩15分　
市バス201・203・59系統　今出川大宮下車すぐ
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区

 Kyoto City Archaeological Research Institute

～文化財と遺跡を歩く～

京都歴史散策マップ

発行　京都市・(財)京都市埋蔵文化財研究所
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きぬかけの路周辺の発掘調査

きぬかけの路周辺の遺跡には、北側の山地に

衣笠山古墳群や住吉山古墳群がみられます。

いずれも分布調査で確認された古墳時代後期

の円墳です。飛鳥時代は北野白梅町交差点周

辺の発掘調査で発見された北野廃寺がありま

す。また、交差点の南西の発掘調査では、当廃

寺の瓦を焼いた窯跡があったこともわかり、

調査により寺域や変遷も明らかになってきて

います。平安時代になると仁和寺が建立さ

れ、近辺に天皇の御願寺（四円寺）が、双ケ岡

周辺に貴族の子弟が入寺する仁和寺の院家が

相次いで建てられ、平安時代後期には70を超

える数の子院が建立されました。四円寺の一

つである円乗寺跡の発掘調査や円宗寺跡の立

会調査では、建物や溝跡が見つかり、溝内か

らは多量の瓦が出土しています。また住吉山

南麓には「徳大寺」と称された山荘が置かれ、

室町時代にはその跡地に龍安寺が創建されま

す。近年の龍安寺御陵ノ下町（ごりょうのし

たちょう）遺跡調査では、山荘に関連する平

安時代後期から鎌倉時代の遺構が発見されて

います。近世は、キリスト教の布教を示すキ

リシタン墓碑が、一条通紙屋川近くの立会調

査で多数発見されています。　

北野廃寺は出土した土器や瓦から飛鳥時代に建立され、平安時
代まで存続した寺院跡と考えられています。飛鳥期の遺構とし
ては瓦積み基壇(推定講堂跡)・築地状遺構・溝・土坑などが発
見されています。また、1979年の発掘調査では白鳳期の塑像
(そぞう)の仏像頭部が発見されました。仏像頭部は法隆寺五重
塔本塑像群の文殊菩薩像と類似していました。また1977年の
発掘調査では平安時代の陶器に「鵤室」(いかるがのむろ)と書
かれた墨書土器が見つかっています。1979年の発掘調査では
平安時代前期の土師器に「野寺」と書かれた墨書土器も見つか
り、平安時代には当寺院が、文献に見える桓武天皇が薬師如来
を安置したという野寺とも呼ばれた常住寺であることが明らか
になりました。

窯跡は北野廃寺推定寺域の南西部に位置しています。1979年
の調査で瓦窯跡７基を発見しています。また立会調査でも瓦窯
跡１基が確認され、飛鳥時代から平安時代前期まで、瓦の専業
窯として操業されていたことが明らかになりました。また、瓦
窯の構造は飛鳥時代は半地下式の穴窯で、奈良時代から平安時
代前期には平窯で生産されていたこともわかりました。

2010年８月に立命館大学衣笠キャンパス内の発掘調査で、平
安時代後期から鎌倉時代の道路、溝、石組遺構、集石などを発
見しました。それらの遺構は「徳大寺殿」に関連する遺構と考
えられています。

衣笠山古墳群は衣笠山山頂から東斜面にかけて、古墳時代後
期の円墳６基が、分布調査で確認されています。内部主体は
横穴式石室とみられます。

仁和寺は光孝天皇の勅願により仁和二年（886）に着工、仁
和四年（888）宇多天皇により落成しました。宇多天皇は落
髪後、寺内に御室を営んだため御室御所とも称されました。
応仁・文明の乱などの兵火により建立当時の建物は焼失し、
現在の堂塔は天正年間（1573～92）および寛永年間（1624～
44）の再建です。2000年、仁和寺境内の発掘調査で、平安時
代後期から江戸時代の西側境界を示す築地や溝などを発見し
ています。また、2009年には西側の土塀解体修理に伴う発掘
調査で、土塀築地は江戸時代後期に造られていたことが明ら
かになり、仁和寺西辺の拡大や再興、土塀の構造の変化など
を知ることができました。

住吉山古墳群は、これまでの分布調査で、住吉山の尾根上に
古墳時代後期の円墳４基以上が点在していることが確認され
ています。2号墳は直径約17m、高さ約1.8mの規模で、内部
主体は横穴式石室とみられます。石室の石材が露出するもの
もみられます。

● ● 龍安寺御陵ノ下町遺跡４

● 史跡仁和寺御所跡５

● 衣笠山古墳群９

● キリシタン墓碑

● 北野廃寺瓦窯跡３

衣笠山東斜面の古墳と露出する石室の石材

露出している石が横穴式石室(２号墳）

出土した軒丸瓦（飛鳥時代）　　　　　　

道路跡（平安時代後期～鎌倉時代）

石で囲まれた墓跡（平安時代後期）

出土した土器片（平安時代後期）

四円寺跡推定地

中央の溝に沿って営まれた瓦窯跡（飛鳥時代）

キリシタン墓碑は、京都市内では一条通から下立売通周辺で
まとまって出土しています。1981年に一条通紙屋川沿いの一
条橋西側付近の立会調査で、キリシタン墓碑大、小の２基が
出土しました。当時、キリスト教信者は幕府から迫害を受け
ていたため、数少ない遺品として近世京都の宗教のありかた
を知る上で、貴重な資料となっています。

「鵤室」と書かれた墨書土器
（平安時代）

軒丸瓦（白鳳期）

窯跡の様子（飛鳥時代）　　　　　　　

塑像の仏頭（白鳳期）

大型墓碑に刻まれた二支十字左から大型、小型のキリシタン墓碑

「野寺」と書かれた墨書土器
（平安時代）

● 北野廃寺２ ●２

溝跡（平安時代）　　　　　　　　　　　　　

築地跡と側溝跡（江戸時代前期）

仁和寺西側土塀の基底部と石垣

溝跡と井戸跡（平安時代後期）

溝跡から出土した軒瓦（平安時代後期）

溝跡が埋まった状況

● 円乗寺跡６

● 円宗寺跡７

四円寺とは平安時代中期後半、仁和寺近辺に建てられた、寺名
の頭に「円」の字を付けた円融寺、円教寺、円乗寺、円宗寺の
四箇寺の総称です。1984年から1988年にかけて、発掘調査や
下水道工事に伴う立会調査で、建物跡や多量の瓦を発見しまし
た。

●６● 四円寺跡７ ● 住吉山古墳群８

ごりょうのしたちょう

●１

築地跡と溝跡（飛鳥時代～奈良時代）
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きぬかけの路に関する発掘調査地の位置図
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